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Shirase's world

●町議会臨時会
台風15・16・18号で被害を受けた農家の皆様に対する支援 …2～3
●特集　ゴミの行方を追え！…………………4～5
●チャレンジ！　ガーデンカフェ ………………6
●郷土の偉人・第46次南極地域観測隊訓練日記④ …7
●ニュースフラッシュ…………………………8～9
●公的年金の制度のしくみ、金浦駐在所 ………10
●生き生きライフ、教育あれこれ ………………11
●アトリエ元気っ子、仕事いろいろ夢たくさん …12
●町立図書館こぴあ、金浦短歌会 ………………13
●お知らせカレンダー ……………………………14

「仁賀保地区消防組合設立35周年記念イベント」において行
われた救助訓練。
子どもたちはみんな興味津々。一生懸命、救助訓練の体験を

しました。

「よいしょ　よいしょ
がんばれ！将来の消防士？」



》詳しくは、金浦町役場産業建設課（138－4301）にお問い合わせください
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10
月
20
日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開

か
れ
、
議
案
３
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
案
第
五
十
三
号

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

大
曲
市
外
九
カ
町
村
清
掃
事
業
組

合
が
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
と
名

称
が
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で

す
。

■
議
案
第
五
十
四
号

平
成
16
年
発
生
の
台
風
に
よ
る
被

害
者
に
対
す
る
町
税
の
減
免
に
関
す

る
条
例

台
風
15
号
、
16
号
及
び
18
号
に
よ

る
被
害
者
に
対
し
て
の
平
成
16
年
度

分
の
町
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で

す
。

■
議
案
第
五
十
五
号

平
成
16
年
度
金
浦
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

平
成
16
年
度
一
般
会
計
に
１
１
１

０
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
、
29
億
６

４
８
２
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
補
正
の
主
な
も
の
は
、
次
の
事
業

を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

町
議
会
臨
時
会

平成16年度産米にかかる土壌改良資材
「大地の息吹」の購入費が1/2になるよ
う追加助成する。

a

■土づくり強化推進災害支援事業（町単独事業）（2,765千円）

「大地の息吹」1,590円/袋（100㎏あたり）

被害ハウスの破損ビニール等の処分費
用に対し助成します。 a

◎戦略作物再生産対策（423千円）

パイプ含む処理 64円/㎡程度（県＋町助成）
ビニールのみ 8円/㎡程度（県＋町助成）

全半壊した園芸用ハウス等の修復経費
に対し助成します。 a ハウス全半壊 738円/㎡程度（県＋町助成）

大豆種子購入助成
次年度産種子購入費に対し助成します。 a

◎水田農業再生産対策（3,203千円）

減収率50%以上 226円/㎏程度（県＋町助成）

水稲種子購入助成
次年度産種子購入費に対し助成します。 a

減収率50%以上 241円/㎏程度（県＋町助成）
減収率50%未満 減収率に応じて助成（町助成）

◎稲作圃場管理対策（4,410千円）
■台風による農業災害支援対策事業（県＋町事業）

圃場の刈取費用を助成します。 a
減収率80%以上 1,636円/10a程度（県＋町助成）
減収率80%未満 減収率に応じて助成（町助成）

議案をピックアップ
台風15・16・18号で被害の受けた農家の皆様に対する支援の概要をご紹介します。

災 害 対 策 支 援 の 概 要 
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貸付対象者／本年度農業収入が平年に比べ減少した農家及びハウス等の農業施設被害農家
貸付限度額／200万円以内
償還期限／6年以内（うち据置1年以内）
基準金利／3.05％
利子補給率／町（1.525%）農協（1.025%）
貸付利率／0.5％

◎災害復旧支援資金【通常資金】（ＪＡ）

》詳しくは、JA金浦支店（138－2005）にお問い合わせください。

貸付対象者／①準主業農家（農外所得が主で65歳未満の農業従事日数60日以上の世帯員がい
る農家）
②主業農家の方で、農業経営維持安定資金(公庫)の借入額では不足する方

貸付限度額／個人　　200万円（経営規模が5ha以上の場合、500万円）
法人　1,000万円

償還期限／6年以内（うち据置1年以内）
基準金利／3.05％
利子補給率／県（1.025%）町（0.7625%）農協（0.7625%）
貸付利率／0.5％

◎農業経営再建支援資金（県単）

貸付対象者／次のいづれかの方（主業農家）
①農林水産業の所得が総所得の過半を占める方
②農林水産業従事日数が総従事日数の過半を占める方

貸付限度額／個人　　200万円
法人　1,000万円

償還期限／6年以内（うち据置3年以内）
貸付利率／償還年数により貸付利率が異なります。

◎農業経営維持安定資金（災害資金）
農林漁業金融公庫資金

貸付対象者／本年度農業収入が平年に比べ減少した農家及びハウス等の農業施設被害農家
貸付限度額／300万円以内（但し水稲共済金の80%以内を限度とする。）
償還期限／水稲共済金の受領日
基準金利／3.05％
利子補給率／町（2.025%）農協（1.025%）
貸付利率／無利子

◎災害復旧支援資金【つなぎ資金】（ＪＡ）

融資制度のご案内
「農業経営（再建）費が必要な方のために」
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■
ゴ
ミ
の
行
方
…

み
な
さ
ん
は
、
自
分
た
ち
が
捨
て

た
ゴ
ミ
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い

る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
が
ひ
と
り
で
歩

く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
処
理
に
は
、
手
間
と
時
間
と

お
金
、
そ
し
て
環
境
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

■
ゴ
ミ
の
種
類

一
口
に
ゴ
ミ
と
言
っ
て
も
、
み
な

さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

（
主
な
家
庭
ゴ
ミ
）

①
燃
え
る
ゴ
ミ
…
生
ゴ
ミ
、
紙
く

ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ゴ
ム
・

皮
革
類
な
ど

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ
…
金
属
・
陶

磁
器
、
ス
プ
レ
ー
容
器
、
乾
電

池
、
電
球
な
ど

③
資
源
ゴ
ミ
…
い
わ
ゆ
る
再
利

用
で
き
る
ゴ
ミ
で
あ
っ
て
、
古

紙
、
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
指
し
ま
す
。

④
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
…
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機

⑤
パ
ソ
コ
ン
…
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン

大
き
く
分
類
し
て
も
、
こ
れ
だ
け

の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
私
た

ち
が
ゴ
ミ
を
出
し
続
け
て
い
る
の
か

が
わ
か
り
ま
す
。

■
ゴ
ミ
は
ど
こ
へ
…

さ
て
、
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

ゴ
ミ
は
ど
こ
に
行
く
の
で
し
ょ
う
？

み
な
さ
ん
が
収
集
場
所
（
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
出
し
た
ゴ
ミ
は
、

ゴ
ミ
収
集
車
に
積
み
込
ま
れ
、
仁
賀

保
地
区
衛
生
施
設
組
合
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
運
ば
れ
ま
す
。

運
ば
れ
て
き
た
ゴ
ミ
は
、
小
さ
く

破
砕
さ
れ
、
焼
却
炉
で
完
全
焼
却
さ

れ
ま
す
。

焼
却
さ
れ
て
出
来
る
焼
却
灰
は
、

町
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
運

ば
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

燃
え
る
ゴ
ミ
同
様
、
収
集
場
所
に

出
し
た
ゴ
ミ
は
収
集
車
に
積
み
込
ま

れ
ま
す
が
、
行
き
先
は
町
の
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
（
前
川
）
と
な
り

ま
す
。
最
終
と
い
う
名
の
と
お
り
、

こ
こ
に
運
び
込
ま
れ
た
ゴ
ミ
は
、
埋

め
立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

◆
自
分
た
ち
が
捨
て
た
ご
み
は
、

い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
？
…

燃

え

る

ゴ

ミ

燃

え

な

い

ゴ

ミ

特集
～クローズアップ金代～

▲焼却灰と不燃物

▲清掃センターの概要

▲集めたゴミを破砕！

竣工 昭和56年12月
改修 平成13年3月

（ダイオキシン類削減対策として）
処理能力 60ｔ/16H

（16時間で60ｔのごみを処理）
年間処理量（平成14年度）

・可燃ゴミ 1,357ｔ
・不燃ゴミ 56ｔ
・ダンボール、紙類 249ｔ
・空きビン 61ｔ
・空き缶 33ｔ

▲最終処分場の概要

▲金浦町一般廃棄物最終処分場

竣工 平成15年4月
埋立面積 3,600㎡
埋立容量 13,000k
埋立予定期間 H15～H29まで
総工事費 794,538千円

▲燃えるゴミの処理フロー図（中間の処理工程を省略しています。また、実際には環境に
配慮した薬品処理などを施しています。）

ゴミの行方を追え！ 
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金
浦
町
で
は
、
古
紙
、
空
き
缶
、

空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
４
つ
を

再
利
用
で
き
る
資
源
ご
み
と
し
て
い

ま
す
。

○
空
き
缶

仁
賀
保
地
区
衛
生
施
設
組
合
清
掃

セ
ン
タ
ー
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で

選
別
、
プ
レ
ス
圧
縮
し
た
の
ち
、
古

物
商
が
引
き
取
り
、
最
終
的
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
古
紙
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

東
由
利
町
に
あ
る
、
本
荘
由
利
広

域
市
町
村
圏
組
合
で
運
営
し
て
い
る

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
直
接
運
ば

れ
、
種
類
ご
と
に
次
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

古
紙
は
、
雑
誌
、
新
聞
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
の
質

や
用
途
、
イ
ン
ク
の
種
類
な
ど
に
応

じ
て
選
別
さ
れ
、
そ
の
種
類
ご
と
に

圧
縮
梱
包
さ
れ
た
の
ち
、
製
紙
メ
ー

カ
ー
へ
引
き
取
ら
れ
、
再
び
紙
製
品

と
し
て
世
に
出
回
り
ま
す
。

空
き
瓶
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
茶

色
、
無
色
、
そ
の
他
に
選
別
さ
れ
た
後
、

薬
品
洗
浄
さ
れ
一
時
保
管
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
福
島
県
、
埼
玉
県
、

岩
手
県
の
再
生
処
理
事
業
者
に
引
き
取

ら
れ
、
無
色
、
茶
色
は
同
色
の
ビ
ン
に

再
生
さ
れ
、
そ
の
他
は
カ
ラ
ー
舗
装
材

や
断
熱
材
な
ど
の
原
料
等
と
し
て
商
品

化
さ
れ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
圧
縮
し
て
一

時
保
管
さ
れ
、
雄
勝
町
の
再
生
処
理

事
業
者
へ
引
き
取
ら
れ
、
そ
こ
で
さ

ら
に
ラ
ベ
ル
を
剥
い
だ
り
、
薬
品
洗

浄
な
ど
を
行
っ
た
の
ち
、砂
状
に
し
、

毛
布
、
作
業
服
な
ど
に
加
工
さ
れ
ま

す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
平
成
13
年

に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ

れ
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
家
電

販
売
店
へ
持
ち
込
み
、
引
き
取
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
と
き
に
、
収
集
・
運
搬
料
金
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
が
必
要

で
す
。

メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施

設
に
集
ま
っ
た
家
電
は
、
粉
砕
、
分

別
さ
れ
、
鉄
、
銅
、
ア
ル
ミ
に
選
別

さ
れ
、
原
材
料
に
再
利
用
で
き
る
状

態
に
戻
し
ま
す
。
回
収
し
た
部
品
を

そ
の
ま
ま
再
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成
13
年
に
改
正

さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
平

成
15
年
か
ら
個
人
・
家
庭
か
ら
の
使

用
済
み
パ
ソ
コ
ン
は
回
収
・
再
資
源

化
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
持
っ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
が
受

付
窓
口
に
な
り
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
の
Ｈ
Ｐ
、
又
は
電
話
で

申
込
み
手
続
き
を
行
い
、
梱
包
し
た

上
、
郵
便
局
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
が
必

要
で
す
。（
平
成
15
年
10
月
１
日
以

降
に
購
入
し
た
も
の
で
、
Ｐ
Ｃ
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
場
合

は
料
金
不
要
）

回
収
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
鉄
、

ア
ル
ミ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
と
し

て
再
生
さ
れ
ま
す
。

■
ご
み
問
題

人
は
、
昔
か
ら
自
然
の
恵
み
を
受

け
て
生
活
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

現
代
社
会
は
そ
の
自
然
を
破
壊
す
る

よ
う
な
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
何
気
な
く
捨

て
て
い
る
ご
み
が
自
然
環
境
を
汚

し
、
そ
し
て
そ
の
影
響
は
い
つ
の
日

か
私
た
ち
自
身
に
返
っ
て
き
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

資

源

ゴ

ミ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

パ

ソ

コ

ン

特集
～クローズアップ金代～

▲ペットボトルの選別作業

■家庭ゴミのフロー図

▲広域リサイクル施設

▲資源ごみの概要（金浦町）
（平成15年度）

広域リサイクル
施設への搬入
実績

ダンボール、紙類 227ｔ
ビン類 61ｔ
ペットボトル 15ｔ

清掃センター
への搬入実績

缶 23ｔ

家庭ゴミ

燃えるごみ

燃えないゴミ

資源ゴミ

ゴミステー
ション

ゴミステー
ション

ゴミステー
ション

清掃センター

清掃センター
（空き缶）

広域リサイクルセンター
（古紙､空き瓶
ペットボトル）

焼 却 灰

古物商
製紙メーカー

など

一般廃棄物
最終処分場

一般廃棄物
最終処分場

家電ああ
パソコン

メーカーの
再資源センター

販売店
郵便局など

再利用

再利用
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そ
の
空
間
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
、
そ
の
空
間
に
居
れ
ば
、
少
し
の
あ
い
だ
日
常
の
煩
わ
し
さ
か
ら
開
放
さ
れ
る
・・・

今
回
は
、
大
竹
で
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ「
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ（
タ
イ
ム
）」を
経
営
す
る
佐
々
木
利
子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

■
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
っ
て
？
　
　

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
と
は
、
草
花
や

小
物
類
で
飾
っ
た
庭
で
喫
茶
す
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
こ
の
ガ
ー
デ
ン

カ
フ
ェ
を
、
今
年
５
月
に
自
宅
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
始
め
ま
し
た
。

■
癒
し
の
空
間

庭
先
に
一
歩
、
足
を
踏
み
入
れ
た

瞬
間
、
そ
こ
は
周
り
と
は
全
く
か
け

離
れ
た
癒
し
の
空
間
で
す
。

庭
は
、
す
べ
て
佐
々
木
さ
ん
の
手

作
り
に
よ
る
も
の
で
、現
在
も
毎
日
、

手
入
れ
と
新
し
い
空
間
作
り
に
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
喫
茶
も
で
き

ま
す
。「
手
作
り
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
」の

ほ
か
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
週
替

り
の
「
お
ま
か
せ
こ
だ
わ
り
ラ
ン

チ
」、
新
メ
ニ
ュ
ー
の「
鍋
焼
き
う
ど

ん
」な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
Ｏ
Ｋ

で
す
！

ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
一
人
で
こ
な

し
て
い
る
の
で
大
変
で
す
が
、「
多
く

の
人
た
ち
が
癒
さ
れ
て
ほ
し
い
」、

そ
し
て
、「
亡
く
な
っ
た
妹
と
の
約
束

を
胸
に
、
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
宅
で
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

（
３
人
か
ら
Ｏ
Ｋ
！
）も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

■
海
外
研
修
へ

佐
々
木
さ
ん
は
、
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
も
う
と
、
８
月
24
日
か

ら
９
月
３
日
ま
で
、
秋
田
県
が
募
集

す
る
女
性
農
業
者
を
対
象
と
し
た
海

外
研
修
へ
参
加
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
を
訪
れ
、
①
農
園
体
験
、
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
や
教
育
フ
ァ
ー
ム（
農
家

の
副
業
と
し
て
の
農
業
体
験
農
園
）、

②
農
家
民
宿
の
経
営
者
と
の
交
流
、

③
美
し
い
村
づ
く
り
運
動
と
環
境
保

全
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し

た
。こ

の
研
修
を
機
に
、
よ
り
一
層
、

が
ん
ば
ろ
う
！
と
い
う
意
識
が
芽
生

え
た
そ
う
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
は
？

○
営
業
日
な
ど

月
・
火
・
水
　
10：

00
〜
16：

30

（
こ
れ
以
外
の
曜
日
は
要
確
認
）

一
般
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
大
人

数
の
食
事
会
な
ど
は
、
ご
予
算
に

合
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

※
12
月
に
は
、
１
日
１
組
限
定

の
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

お
出
掛
け
の
際
は
、
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○
場
　
所

大
竹
簡
易
郵
便
局
向

○
電
　
話

０
１
８
４

（
３
８
）３
５
３
７

※
９
ペ
ー
ジ
の
教
育
エ
ッ
セ
イ
の
コ

ー
ナ
ー
に
、
今
回
の
海
外
研
修
の
感

想
と
思
い
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

四季折々の季節感を楽しんで
ほしい・・・。和ませますよ。

おいしい飲み物に甘～いケーキ！
楽しいおしゃべりはいかがですか？
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さ
て
、
隊
員
の
決
定
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

応
募
者
は
、
資
格
審
査
の
上
で
、
東

京
帝
国
大
学
内
科
医
室
で
三
人
の
医

学
博
士
に
身
体
検
査
を
受
け
、
そ
の

甲
種
合
格
者
を
矗
が
面
接
し
て
決
定

す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

決
定
者
は
そ
の
都
度
、
新
聞
に
発

表
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
発
ま
で
幾
度

か
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も

学
術
部
員
の
選
考
は
難
航
。
と
く
に

乃
木
大
将
の
忠
告
に
あ
っ
た
よ
う
に

天
文
・
気
象
学
の
専
門
家
は
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
人
選
に
は
苦
労
し

た
よ
う
で
す
。

そ
の
隊
員
が
決
定
し
、
新
聞
に
発

表
さ
れ
た
の
は
８
月
７
日
で
し
た
。

武た
け

田だ

輝て
る

太た

郎ろ
う（

32
歳
）福
岡
県
出
身
、

日
本
気
象
学
会
会
員
で
あ
り
、
第
五

高
校
教
授
の
助
手
と
し
て
天
文
・
気

象
・
動
植
物
を
研
究
し
た
経
験
を
も

っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
人
は
、
栗あ

わ

根ね

鉄
蔵

て
つ
ぞ
う（

44
歳
）広
島
県
出
身
、
測
量
と

天
文
学
の
一
部
を
担
当
、
写
真
も
受

け
持
つ
。

以
上
で
メ
ン
バ
ー
28
名
が
す
べ
て

揃
い
ま
し
た
。

郷
土
の
偉
人

白
瀬
　
矗

（
第
四
十
二
回
）

ま
し
た
。
海
軍
大
臣
も
同
意
し
て
、

軍
艦
磐
城
は
南
極
探
検
用
船
と
し
て

九
分
ど
う
り
決
定
し
た
の
で
す
。
あ

と
は
、
野
村
が
専
門
家
と
し
て
実
際

に
船
を
見
て
、
目
的
に
沿
い
得
る
か

判
断
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
野
村
は
川

崎
造
船
所
技
師
を
同
行
し
て
、
佐
世

保
に
係
留
中
の
磐
城
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
返
事
が
７
月
23
日
、
後

援
会
に
打
電
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
フ
ネ
ミ
タ
　
ヨ
ロ
シ
　
ア
ン
シ
ン
」

こ
の
電
報
を
見
て
、
大
隈
伯
は

「
ど
う
や
ら
目
処
が
つ
い
た
な
」と
矗

に
言
い
ま
し
た
。
矗
も
そ
う
思
っ
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
事
態
は
急
転

し
ま
し
た
。
同
意
し
た
は
ず
の
海
軍

省
が「
貸
し
て
も
い
い
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
遠
洋
航
海
に
は
無
理
だ
。
補

修
費
に
十
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
そ
れ

で
も
い
い
か
・
・
・
」と
言
っ
て
き

た
の
で
す
。

ど
う
も
そ
の
裏
に
は
、
何
か
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
た
し
か
に
老
朽
船
で

は
あ
っ
て
も
、
野
村
と
専
門
家
が
見

た
も
の
を
、
な
ん
の
説
明
も
な
し
に

た
だ
一
言「
使
い
も
の
に
な
ら
な
い

だ
ろ
う
」と
い
う
の
は
ず
い
ぶ
ん
乱

暴
な
話
で
す
。
当
時
十
万
円
も
あ
れ

ば
磐
城
ク
ラ
ス
の
木
造
艦
な
ら
二
隻

も
つ
く
れ
た
の
で
す
。
つ
ま
り「
貸
せ

な
い
」と
い
う
た
め
の
無
理
難
題
で

は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
著
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

船
が
な
い

国
民
の
熱
烈
な
支
援
を
後
ろ
楯
と

し
て
、
性
急
だ
っ
た
南
極
探
検
隊
の

出
発
準
備
は
お
お
む
ね
順
調
で
し

た
。
資
金
も
潤
沢
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
必
要
最
低
額
と
し
た
目
標
額
を

突
破
し
、
ほ
か
に
も
食
料
や
衣
料
、

馬
匹
、
橇
、
道
具
、
学
術
用
器
具
な
ど

も
寄
付
さ
れ
た
り
、
と
び
き
り
安
価

に
割
り
引
い
て
も
ら
っ
た
り
し
て
ほ

ぼ
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
番
肝
心
な
船
が
な

い
の
で
す
。こ
の
用
船
に
つ
い
て
は
、

７
月
五
日
の「
計
画
発
表
演
説
会
」で

野
村
船
長
が「
北
洋
の
漁
業
に
従
事

せ
る
二
百
ト
ン
前
後
の
帆
船
に
機
関

を
つ
け
て
・
・
・
」と
述
べ
て
い
ま

す
が
、後
援
会
や
朝
日
新
聞
社
側
は
、

少
な
く
と
も
五
、六
百
ト
ン
級
の
船

で
な
け
れ
ば
無
理
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
線
に
沿
っ
て
探
し
求
め
て
い
ま

し
た
。

す
る
と
、
最
初
に
候
補
に
上
が
っ

た
の
が
、
元
軍
艦
磐
城

ば
ん
じ
ょ
う（

六
五
六
ト

ン
）で
し
た
。
矗
に
は
な
つ
か
し
い

船
で
す
。
明
治
27
年
６
月
、
千
島
の

占
守
島
に
越
冬
し
た
郡
司
や
矗
ら
を

迎
え
に
き
て
く
れ
た
の
が
磐
城
で
し

た
。こ

の
磐
城
を
、
海
軍
省
が
貸
し
て

も
い
い
と
い
う
の
で
し
た
。
喜
び
勇

ん
で
野
村
船
長
と
村
上
幹
事
が
大
隈

伯
の
添
書
を
も
っ
て
海
軍
次
官
財
部

た
か
ら
べ

少
将
に
面
会
し
、
趣
旨
説
明
を
す
る

と
海
軍
大
臣
斉
藤
実ま

こ
と

に
引
き
合
わ
せ

金
浦
町
役
場

総
務
課
主
事
　
　
伊
藤
　
　
健

出
発
ま
で
一
カ
月
を
切
り
ま
し
た
。

隊
員
事
務
室
は
物
資
の
積
荷
作
業
の
大

詰
め
を
向
か
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
南
極
で
の
生
活
事
情
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
食
事

通
常
は
日
本
で
の
食
事
と
な
ん
ら
変

わ
ら
な
い
料
理
が
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、

寒
い
南
極
で
は
通
常
の
1.5
倍
程
度
の
カ

ロ
リ
ー
を
摂
取
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
お
や
つ
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
毎
日
午
前
10
時
と
午
後
３
時
に
中

間
食
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
足
し
て

い
る
カ
ロ
リ
ー
を
補
っ
て
い
ま
す
。

南
極
へ
持
っ
て
い
く
食
料
は
全
部
で

50
ｔ
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
基
地
で
の
食
事
で
最
も

困
る
の
が
生
野
菜
で
す
。
同
じ
生
鮮
食

品
で
も
肉
や
魚
は
冷
凍
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
が
、
生
野
菜
は
そ
う
は
い
か
な

い
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
現
在
南
極
で

は
野
菜
栽
培
機
に
よ
っ
て
き
ゅ
う
り
や
、

も
や
し
、
カ
イ
ワ
レ
大
根
な
ど
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

■
住
居

昭
和
基
地
内
の
室
温
は
約
17
℃
に
保

た
れ
て
い
る
の
で
、
室
内
で
は
普
段
着

で
生
活
で
き
ま
す
。
暖
房
方
式
は
温
水

暖
房
と
油
焚
き
暖
房
、
電
気
暖
房
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
火
災

の
心
配
が
少
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
の
面
か
ら
発
電
機
の
排
熱
を
利

用
し
た
温
水
暖
房
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第
　
次
南
極
地
域
観
測
隊

訓
練
日
記
④

私
が
南
極
に
行
く
の
は
夏
の
期
間

（
12
月
〜
２
月
）
で
す
が
、
そ
の
期
間
は

現
在
南
極
に
い
る
45
次
隊
と
私
た
ち
46

次
隊
、
さ
ら
に
自
衛
隊
の
し
ら
せ
乗
組

員
の
総
勢
１
０
０
名
以
上
が
昭
和
基
地

周
辺
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
基
地
に
は
越
冬
隊
員
約
40
人
分
し

か
部
屋
が
な
い
の
で
、
私
た
ち
46
次
隊

と
自
衛
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
夏
期
宿
舎
と

い
う
と
こ
ろ
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
昭
和
基
地
と
は
違

っ
て
、
個
室
で
は
な
く
大
部
屋
で
の
生

活
と
な
り
ま
す
。
２
月
１
日
の
越
冬
交

代
後
は
、
越
冬
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
昭
和

基
地
で
生
活
で
き
ま
す
が
、
夏
隊
の
私

は
そ
の
ま
ま
夏
期
宿
舎
で
の
生
活
と
な

り
ま
す
。

■
衛
生

昭
和
基
地
中
枢
部
の
ト
イ
レ
は
水
洗

ウ
ｵ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
で
す
。
な
ぜ
水

洗
ト
イ
レ
が
可
能
か
と
い
う
と
、
冬
で

も
発
電
機
の
排
熱
を
利
用
し
て
雪
を
溶

か
し
、
常
に
貯
水
槽
に
水
を
蓄
え
て
い

る
こ
と
と
、
汚
水
処
理
設
備
が
完
備
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
汚
水
処
理

能
力
は
東
京
都
並
み
の
水
質
基
準
を
満

た
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
基
地
中
枢
部

か
ら
離
れ
た
所
で
は
焼
却
ト
イ
レ
や
バ

イ
オ
ト
イ
レ
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
い

ま
す
。
焼
却
ト
イ
レ
は
排
泄
物
を
灯
油

で
燃
や
し
て
処
理
す
る
も
の
で
す
。
バ

イ
オ
ト
イ
レ
は
、
細
菌
に
よ
っ
て
排
泄

物
を
分
解
す
る
も
の
で
、
富
士
山
山
頂

の
ト
イ
レ
で
も
使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

お
風
呂
は
24
時
間
風
呂
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
特
に
夏
期
作
業
で
は

昼
夜
を
問
わ
ず
作
業
す
る
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
毎
日
お
風
呂
を
沸
か
す
手
間
が
省

け
る
か
ら
で
す
。
少
人
数
で
す
の
で
出

来
る
だ
け
作
業
に
専
念
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
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民
謡
民
舞
の
祭
典

発
表
会

10
月
３
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
金
浦
、
象
潟
、

仁
賀
保
町
民
謡
民
舞
歌
謡
協
会
主
催

に
よ
る
、
第
11
回
民
謡
民
舞
の
祭
典

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
出
演
者
数
は
約
60
人
で
、
金
浦

町
か
ら
は
、
翔
陽
千
会
、
金
浦
民
謡

ク
ラ
ブ
、
藤
扇
雅
風
会
の
ほ
か
、
特

別
出
演
と
し
て
金
浦
神
楽
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
３
５
０
人
の
観
客
が
迫

力
の
あ
る
唄
と
踊
り
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

干
支（
と
り
）木
目
込
み

人
形
教
室

手
芸
教
室
で
は
、
干
支（
と
り
）

木
目
込
み
人
形
の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。手

芸
教
室
は
、
会
員
約
20
名
で
、

毎
月
第
１
、３
水
曜
日（
９：

30
〜

11：

30
、
18：

30
〜
20：

30
）に
開
催
し

て
お
り
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
さ

ま
ざ
ま
な
物
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
、
公
民
館

（
38
│

２
０
４
９
）ま
で

強
風
の
中
、

ゴ
ル
フ
を
満
喫
！

10
月
10
日
、鳥
海
ゴ
ル
フ
場
に
お
い

て
、「
第
６
回
町
内
対
抗
兼
第
13
回
町

民
ゴ
ル
フ
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
22
号
が
過
ぎ
去
っ
た
直
後
の

開
催
だ
け
に
、
風
が
強
く
肌
寒
い
中

で
の
開
始
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
内

対
抗
に
は
８
チ
ー
ム
、
個
人
戦
は
10

組
37
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

■
町
内
対
抗
　
優
勝
　
　
　
４
町
内

■
個
人
成
績
　
優
勝
　
須
藤
雅
浩
さん

（
十
二
林
）

大
自
然
の
中
で

浜
っ
子
キ
ャ
ン
プ

10
月
２
日
・
３
日
の
両
日
、
公
民

館
主
催
に
よ
る
、
浜
っ
子
キ
ャ
ン
プ

が
南
由
利
原
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
出
発
す
る
頃
に
は
す
っ
か
り
雨

も
上
が
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た

小
学
生
４
年
か
ら
６
年
生
の
17
人

は
、
自
然
の
中
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

や
野
外
炊
飯
、
乗
馬
体
験
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

文
化
セ
ミ
ナ
ー

２
０
０
４

10
月
13
日
、
仁
賀
保
町
、
金
浦
町
、

象
潟
町
、
西
目
町
公
民
館
が
主
催
す

る
、
文
化
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
４
が
金

浦
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、「
声
に
出
し

て
読
み
た
い
日
本
語
」と
題
し
、
明

治
大
学
文
学
部
教
授
　
齋
藤
孝
氏
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
同
氏
の
著
書

で
は「
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本

語
」が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
ま

た
Ｔ
Ｖ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
も
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
町
内
外
か
ら
幅
広
い
層
の

方
々
が
参
加
さ
れ
、
た
だ
、
講
演
を

聴
く
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
全
員
参

加
に
よ
る「
坊
ち
ゃ
ん
の
音
読
破
」な

ど
の
仕
掛
け
も
用
意
さ
れ
、
み
ん
な

が
楽
し
め
た
２
時
間
で
し
た
。

齋
藤
氏
曰
く
、「
憶
え
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
声
に
出
し
て
そ
の
こ
と

を
人
に
話
し
て
見
る
と
効
果
的
」だ
そ

う
で
す
。
秋
の
夜
長
！
、
み
な
さ
ん
も

読
書
な
ど
で
過
ご
さ
れ
て
み
て
は
？

▲様々な唄と踊りが披露されました

▲乗馬体験
（ゆり高原ホースパークにて）

▲野外炊飯
（チャーハン作ってます）

▲ナイスショット～
▲寒い中、みんな一生懸命に

がんばってくれました。

▲文化セミナー
約150名の方が参加しました。

8

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

10
月
15
日
、
金
浦
こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
が
、
上
架
場

付
近
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。

海
か
ら
吹
く
風
が
と
て
も
冷
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、

一
生
懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま

し
た
。



秋
田
わ
か
杉
国
体
に
向
け
て

│
実
行
委
員
会
設
立
総
会
│

10
月
19
日
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

に
お
い
て
、「
秋
田
わ
か
杉
国
体
金
浦

町
実
行
委
員
会
設
立
総
会
」が
開
か

れ
、
実
行
委
員
会
の
会
則
を
定
め
た

後
、
実
行
委
員
64
名
と
役
員
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
は
、
平
成
19
年

９
月
か
ら
行
わ
れ
、
金
浦
町
で
は
、

少
年
男
子
と
、
成
年
女
子
サ
ッ
カ
ー

競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
知
事
へ
要
望
書
提
出

│
台
風
15
号
に
よ
る
水
稲
共
済
制
度

の
特
例
措
置
に
つ
い
て
│

９
月
30
日
、
本
荘
由
利
１
市
10
町

で
は
、
台
風
15
号
の
被
害
を
受
け
た

農
家
の
方
々
を
救
済
し
よ
う
と
、
秋

田
県
知
事
ら
に
対
し
、「
塩
害
被
害
地

域
の
水
稲
共
済
制
度
特
例
措
置
適
用

に
つ
い
て
」の
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
現
行
の
共
済
制
度
で
は

品
質
に
か
か
わ
ら
ず
、
収
穫
量
に
よ

っ
て
算
定
さ
れ
る
た
め
、
次
の
と
お

り
特
例
の
適
用
な
ど
を
求
め
た
も
の

で
す
。

①
本
年
度
は
、
収
穫
量
と
さ
れ

た
も
の
で
も
、
規
格
外
米
（
玄
米

の
品
位
の
規
格
３
等
未
満
）が
ほ
と

ん
ど
の
状
態
の
た
め
、
規
格
外
米

の
要
因
と
な
る
品
質
低
下
米
を
収

穫
量
か
ら
控
除
し
、
共
済
減
収
量

を
算
定
す
る「
特
例
措
置
」の
適
用
。

②
こ
の
制
度
が
被
害
の
実
情
に

沿
っ
た
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

仁
賀
保
地
区
消
防
組
合

設
立
　
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

10
月
17
日
、
仁
賀
保
地
区
消
防
庁

舎
前
広
場
に
お
い
て
、
消
防
組
合
設

立
35
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の

下
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
多
く
の
人

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

一
日
消
防
署
長
の
辞
令
交
付
式
に

始
ま
り
、
金
浦
小
学
校
鼓
隊
な
ど
に

よ
る
音
楽
会
、
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
救
助
訓
練
で
は
、
日

頃
鍛
え
た
隊
員
の
機
敏
な
動
き
に
大

人
も
子
ど
も
も
目
が
釘
付
け
で
し

た
。さ

ら
に
、
消
防
車
や
救
急
車
の
見

学
も
あ
り
、
間
近
に
見
る
本
物
の
す

ご
さ
に
大
興
奮
の
子
ど
も
た
ち
で
し

た
。

第
67
回

秋
田
書
道
展
覧
会

日
頃
の
努
力
実
を
結
ぶ
！

10
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で
の
５
日

間
、
秋
田
魁
新
報
社
主
催
に
よ
る
、

第
67
回
秋
田
書
道
展
覧
会
が
秋
田
市

ア
ト
リ
オ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

金
浦
町
か
ら
は
次
の
方
々
が
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
一
科
　
て
ん
刻

推
　
薦

斷
金
契（
だ
ん
き
ん
の
ち
ぎ
り
）

佐
藤
　
直
哉
さん（
赤
石
）

「
斷
金
契
」と
は
、
固
い
友
情
と
い

う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

■
一
般
一
科
　
臨
書
か
な

入
　
選

本
阿
彌
切（
ほ
ん
あ
み
ぎ
り
）

大
羽
　
薩
子
さん（
頃
田
）

大
羽
さ
ん
の
作
品
は
、
紀
貫
之
、

清
原
深
養
父
、
よ
み
び
と
し
ら
ず
な

ど
の
歌
人
の
作
品
を
臨
書
し
た
も
の

で
す
。

「
臨
書
」と
は
、
先
人
の
優
れ
た
筆

跡
を
手
本
と
し
て
字
を
書
く
こ
と
で
、

書
の
表
現
力
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

※
作
品
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
公

民
館
主
催
に
よ
る
作
品
展
示
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
に
は
広

報
紙
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

防
犯
ロ
ッ
ク

パ
ト
ロ
ー
ル

全
国
地
域
安
全
運
動（
10
月
11
日

〜
20
日
）に
合
わ
せ
て
、
金
浦
町
防

犯
協
会
、
金
浦
町
防
犯
指
導
隊
、
象

潟
警
察
署
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
防
犯

啓
発
運
動（
ロ
ッ
ク
パ
ト
ロ
ー
ル
）が

飛
部
落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
空
き
巣
・
車
上
荒
ら
し

へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、

「
家
屋
の
戸
締
り
を
し
っ
か
り
」、

「
自
宅
の
駐
車
場
へ
停
め
て
い
る
車

に
も
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
」と
、

飛
部
落
内
の
全
世
帯
を
訪
問
し
て
回

り
ま
し
た
。

9

▲秋田県知事らに要望書を提出

▲一日消防署長による点検
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しっかり止まって　しっかり確認
～増えています!! 高齢者の事故～

高齢者の交通事故が増えております。夕暮れが早く
なり、この時期は夕方から夜間の事故が心配されます。

高齢者の交通事故防止のため、一人ひとりが交通ル
ールを守り、交通安全をすすめましょう。
○歩くとき、自転車に乗るとき

明るく目立つ服装と反射材を
道路を渡るときは、 左右確かめて

○運転するとき
体の調子が悪いときは、 無理をしない
シートベルトを必ずしめる
暗くなる前に、 ライトをつける

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ事故のない町～

こちら 笑顔印 笑顔印 

区　　　分

金浦町における交通事故発生状況

９月中の事故 平成16年累計
（１月～９月）

平成15年累計
（１月～９月）

件数

死者

傷者

物損事故

人
身
事
故

０件

０人

０人

５件

14件

０人

20人

45件

11件

０人

14人

58件

Vol.57

老齢基礎年金の繰上げ支給と繰下げ支給
老齢基礎年金を受けるとき、希望により65歳前から受給する繰上げ支給と、65歳以後に

受給する繰下げ支給があります。

老齢基礎年金は、原則として65歳から受けられますが、希望すれば60歳から64歳までの間に繰上げて受
けることができます。

しかし、年金を受けようとする年齢によって一定の率で減額されます。いったん繰上げ受給を受けると、
65歳以降も一生、同じ率で減額された年金を受けることになります。

老齢基礎年金は、希望すれば66歳以降からでも繰下げて受けることができ、受給開始年齢によって一定
の率で増額されます。

※【繰上げ支給を希望される方へ】
老齢基礎年金の繰上げ支給を希望すると、年金額が減額されるほか、次のようなことにご注意ください。

①厚生年金や共済組合の加入期間のある人に支給される特別支給の老齢厚生（退職共済）年金は、65歳に
なるまで全部または一部が支給停止されます。

②障害基礎年金・寡婦年金は受けられません。
③老齢基礎年金は、遺族厚生年金・遺族共済年金と併給できますが、65歳になるまで、どちらか一方しか

支給されません。
④国民年金の任意加入ができなくなります。

ｅ
│

Ｔａｘ
と
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
６
月
１
日
か
ら
全
国
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

書
面
で
行
わ
れ
て
い
た
国
税
の
申
告
、
納
税
な
ど
の
手
続

き
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ｅ
│

Ｔａｘ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
税
務
署
や
金
融
機
関
の
窓
口

に
出
掛
け
る
手
間
が
省
け
る
ほ
か
、ｅ
│

Ｔａｘ
に
対
応
し
た

会
計
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
経
理
・
決
算
処
理
、
申
告
書
の
作

成
及
び
提
出
と
い
う
一
連
の
作
業
を
電
子
的
に
処
理
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

事
務
の
省
力
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、本
荘
税
務
署
０
１
８
４（
２
２
）２
３
３
５
ま
で

■ｅ
│

Ｔａｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

繰下げ支給

繰上げ支給

〜
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

便
利
な
”ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
”〜
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チャレンジ女性農業者海外研修に参加して

Vol.56

☆4. 7. 10. 12カ月児健診☆
◆日　時 11月18日（木）
◆場　所 保健センター
◆受　付 14カ月児　12：50～13：00

17カ月児　13：00～13：10
10カ月児　13：10～13：20
12カ月児　13：20～13：30

◆対　象 平成15年11月、平成16年1月、4月、7月
に生まれた乳児と前回の健診を受けら
れなかった乳児

◆持ち物　母子健康手帳、アンケート票
※　4カ月児、7カ月児健診の対象者は、離乳食講習

がありますので、受付時間に遅れないようにお願
いします。

また、「おんぶひも」がありましたら持参してく
ださい。

☆2歳6カ月～2歳8カ月健診☆
◆日　時 11月24日（水）
◆場　所 保健センター
◆受　付 12：40～13：00
◆対　象 平成14年3月～5月に生まれた幼児と前

回の健診を受けられなかった幼児
◆持ち物　母子健康手帳、歯ブラシ

2歳児アンケート票
2歳児歯科アンケート票

☆保健センターで遊ぼう☆
◆日　時 11月11日（木）9：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族
※　お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

☆健康よろず相談☆
◆日　時 11月8日（月）9：00～11：30
◆場　所 保健センター
※　健康づくりや介護に関することなど、保健師

による相談会です。どなたでもお越しください。

役場の方から「利子さん、あなたガーデンカフェを
やり始めたから勉強のために海外研修行ってみな
い？」と、声をかけられました。

去年の暮れに妹と母を亡くし、失意のどん底にいま
した。でも、大好きな花から元気と勇気をもらい今で
は花から命を感じるようになりました。 何が起きるか
わからぬ日々の中で「今がチャンス」と思い、研修に参
加しました。訪問したフランス、ドイツは自然に対す
る考え方が国をあげて日本と違いすぎました。

自然に抱かれて人々は生きていて自然を大切にして
います。金浦町には、海も山も川もあります。 このす
ばらしい自然を都会の人たちにも知ってもらいたいで
すし、さらには都会の子供たちを受け入れ、金浦町を
満喫してほしいです。それには、住民一人一人が自然
を守る意識を持つことが大切と学びました。

同じ農業国でも国民性の違いでしょうか、あくせく
とした忙しさは感じられません。どこか心にゆとりを
感じました。農家の80パーセントが民宿を経営し、
日々たくましく生きていました。農村には、自然にそ
ぐわない自動販売機もありません。長く古い歴史があ
り、その村々に自信と誇りをもって地に足をつけて
人々はいきている感じでした。

最後にこの研修で学んだ感動を「ガーデンカフェ」の
経営に反映させ、又、私の夢でもある「我が村を美し
く・・・」私の住む大竹もいつの日か美しい村になる
ように少しずつ近づけていきたいと思います。
そして、これからの人生にプラスにして日々生きてい
きたいです。

今回この研修に参加できたことは、本当に良かった
と感謝しています。

貴重な体験をありがとうございました。

佐々木　利　子（大竹）

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談
と
は
、
国
、
県
、
町
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け

付
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
　
11
月
４
日（
木
）

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ
　
　
元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

藤
田
恭
輔
さ
ん（
前
川
）が
象
潟
川

で
大
物
の
鯉
を
釣
り
上
げ
ま
し
た
。

長
さ
が
約
80
b
、
重
さ
が
70
o
あ

り
ま
す
。

本
人
も
、「
今
ま
で
数
匹
釣
り
上
げ

て
き
た
が
、
今
回
の
が
一
番
大
き

い
。」と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
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北村　明
あ き

友
と も

（十二林）

いろいろな工作が大好き。
たくさん作って遊んでいます。
お手伝いも大好きです。

今井　彩
あ や

乃
の

（南金浦）

折り紙を作ったり、絵を書いて
遊ぶ事が大好きです。

お兄さん思いの優しい女の子で
す。

斉藤　朱
あ か

莉
り

（ 飛　）

１日に２回も３回も着替えをし
てしまう、おしゃれさん!?

お絵書きが大好きです。

佐々木皓
こ う

洋
よ う

（花　潟）

想像力豊かで、色々な絵を描い
ています。

プール、自転車、戦いごっこの
好きな活発な男の子です。

か
ん
が
る
ー
組
の
お
と
も
だ
ち

き
　
り
　
ん

「ブランコであそんでいるところ」 「ブランコあそび」

「なわとび」 「つり輪あそび」

私
の
将
来
の
夢
は
、
小
物
な
ど
を

作
っ
た
り
し
た
い
で
す
。
裁
縫
や
、

ビ
ー
ズ
、
粘
土
、
木
な
ど
種
類
は
い

ろ
い
ろ
で
す
。

心
を
こ
め
て
、
丁
寧
に
作
っ
て
、

み
ん
な
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
い
で
す
。

今
、
そ
の
た
め
に
ビ
ー
ズ
で
小
物
を

作
っ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
小
物
を

い
っ
ぱ
い
作
り
た
い
で
す
。 佐藤　　優

ゆ う

（十二林）

私
の
将
来
の
夢
は
、
声
優
に
な
る

こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
ア
ニ
メ
と
か
の
声
を
出

し
て
い
る
人
み
た
い
に
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
も
っ
て
映
画
に
出
演
し
て
み
た

い
の
で
、
声
優
を
選
び
ま
し
た
。

ま
た
、
今
は
や
っ
て
い
る
パ
ペ
ッ

ト
マ
ペ
ッ
ト
の
パ
ン
ダ
と
か
の
声
も

出
し
て
み
た
い
で
す
。

小
さ
な
子
供
を
喜
ば
せ
る
よ
う
な

声
優
に
な
り
た
い
で
す
。

10
月
２
日
か
ら
行
わ
れ
た
全
県
高

校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
新
人
戦
に
お

い
て
、
２
年
生
で
チ
ー
ム
の
主
将
を

務
め
る
三
浦
愛
佳
さ
ん（
岡
の
谷
地
）

の
由
利
高
校
が
、
秋
田
経
法
大
附
属

高
校
を
延
長
戦
の
末
、
八
対
七
で
下

し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
由
利
高

校
は
、
来
年
の
３
月
19
日
か
ら
東
京

で
行
わ
れ
る
「
第
23
回
全
国
高
校
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
」

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
浦
さ
ん
は
、「
大
会
ま
で
、
基

礎
練
習
を
し
っ
か
り
や
り
、
試
合
に

臨
み
た
い
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

斉藤　真保
ま や

（十二林）

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
ぼ
く
は
町
の
人
が
快
適
に

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
公
務
員
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
務
員
の

仕
事
の
種
類
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、

ぼ
く
は
、
町
の
役
場
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
の
人
の
た
め
に
役
に

立
つ
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐々木秀
しゅう

平
へ い

（備　中）

ぼ
く
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る

前
に
、
甲
子
園
に
行
っ
て
試
合
に
出

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
引
退
し
た
ら

解
説
者
に
な
っ
て
、
本
も
出
し
た
い

で
す
。

ほ
か
の
夢
も
あ
る
け
ど
、
野
球
が

一
番
で
す
。

そ
の
た
め
に
毎
日
走
っ
て
、
王
選

手
み
た
い
に
素
振
り
を
し
た
い
で
す
。

夢
を
か
な
え
た
ら
、
そ
れ
を
生
か

し
て
子
供
達
に
野
球
を
教
え
た
い
で

す
。

須田　博
ひ ろ

一
か ず

（岡の谷地）

浜
っ
子
た
ち
が
思
う
未
来
の
自
分

由
利
高
校
ソ
フ
ト
部

全
国
選
抜
へ
！

三
浦
愛
佳
さ
ん
（
岡
の
谷
地
）

が
出
場

▲一番左で優勝旗を手に持つのが、三浦さん
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「High
ハ イ

and
ア ン ド

dry
ド ラ イ

(はつ恋）」
よしもとばなな／著
文芸春秋

「地球では１秒間に
サッカー場１面分の
緑が消えている」

田中章義／編・著
マガジンハウス

「ダレン・シャン11」
闇の帝王

Parren Shan／作
橋本恵/訳
小学館

「稼ぐが勝ち」
ゼロから100億、ボクのやり方

堀江貴文／著
光文社

大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
球
団
買

収
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
、
ラ
イ
ブ
ド

ア
代
表
取
締
役
・
堀
江
貴
文
氏
に
よ

る
「
成
り
上
が
り
」
バ
イ
ブ
ル
。

２
５
０
億
稼
ぐ
仕
事
術
の
ヒ
ン
ト

が
詰
ま
っ
た
一
冊
。

生
ま
れ
て
初
め
て
ひ
と
を「
好
き
」

に
な
っ
た
瞬
間
を
覚
え
て
い
ま
す

か
？14

歳
の
夕
子
の
は
つ
恋
の
相
手
は

20
代
後
半
の
絵
の
先
生
。
ち
ょ
っ
と

ず
つ
歩
み
よ
っ
て
、
仲
良
く
な
っ
て

い
く
ふ
た
り
に
訪
れ
た
小
さ
な
奇
跡

と
は
？

心
温
ま
る
永
遠
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

「
世
界
で
は
約
12
億
人
が
１
日
に

缶
ジ
ュ
ー
ス
１
本
分
の
お
金
以
下
で

生
活
し
て
い
る
」「
１
日
５
５
０
人

の
こ
ど
も
た
ち
が
戦
争
や
紛
争
で
殺

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
様
々
な
デ
ー

タ
で
世
界
の
こ
と
を
知
る
。
地
球
の

教
科
書
と
呼
び
た
い
一
冊
。

由利町発足50周年記念　文化講演会
と　き◆11月3日（水）13:30～15:30
ところ◆中央コミュニティーセンター「善隣館」
内　容◆講師：俳優　浅利香津代さん
問合先◆由利町教育委員会（153-2245）

由　利

第7回大内町むらおこしカラオケ大会
と　き◆11月14日（日）10:30～
ところ◆大内町農村環境改善センター
内　容◆ゲスト：ハン・ボクスン（韓国出身民謡歌手）
問合先◆実行委員会事務局（165－2288）

大　内

前田英樹ピアノリサイタル
と　き◆11月26日（金）午後6時30分開演
ところ◆西目町民センター「シーガル」
内　容◆前売一般800円、高校生以下300円
問合先◆西目町民センター｢シーガル｣（133－2315）

西　目

祖
父
母
発
表
会

10
月
16
日
、
祖
父
母
発
表
会
が
あ
り

ま
し
た
。

園
児
の
み
ん
な
は
、
こ
の
日
の
た
め

に
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

小
さ
な
お
猿
さ
ん
に
、
お
し
ゃ
べ
り

き
の
こ
、
そ
し
て
と
っ
て
も
か
わ
い
い

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
…
。

子
ど
も
た
ち
の
お
遊
戯
と
予
期
せ
ぬ

ハ
プ
ニ
ン
グ
に
大
笑
い
。

か
わ
い
い
孫
の
姿
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
満
足
で
、
終
始
笑

顔
で
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
ん
ま
り
愉
し
く
て
、
相
当
若
返
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？

台
風
で
気
候
変
化
し
桜
咲
き

秋
色
深
き
に
あ
ち
こ
ち
に
見
ゆ

越
　
川
　
　
　
武

台
風
の
十
五
号
暴
れ
塩
枯
れ
て

野
菜
も
花
も
倒
れ
伏
し
た
り

越
　
川
　
キ
エ
コ

過
ぎ
行
き
し
時
雨
に
濡
れ
て
蕎
麦
の
茎

い
よ
い
よ
紅
し
手
を
染
め
て
刈
る

今
　
野
　
坂
　
記

日
は
沈
み
黄
昏
雲
も
流
れ
行
き

今
宵
の
満
月
早
々
高
し

佐
　
藤
　
恵
美
子

出
湯
に
て
同
郷
の
一
人
と
め
ぐ
り
会
い

幼
馴
染
を
尋
ぬ
れ
ど
今
は
無
し

佐
　
藤
　
幸
　
一

秋
空
に
狂
い
咲
き
す
る
八
重
桜

淡
き
紅
差
し
春
と
ぞ
思
う

佐
　
藤
　
つ
や
子

仰
ぎ
見
る
雲
流
れ
行
く
永
平
寺
に

清
が
し
き
心
地
の
香
り
立
ち
こ
む

須
　
藤
　
恵
美
子

枯
れ
初
む
る
芒
に
続
く
裏
山
に

か
す
か
に
秋
の
虫
の
音
細
し

高
　
橋
　
卯
　
治

咲
き
残
る
紫
陽
花
の
花
ま
だ
あ
り
て

六
十
代
は
残
り
少
な
し

森
　
　
　
敏
　
子

珍
し
む
桜
の
二
度
咲
き
詠
む
人
の

数
多
見
え
け
り
申
の
長
月

細
　
田
　
文
　
夫

BOOK&VIDEO
新着案内

ぼ
く
は
西
原
さ
ん
ち
の
テ
ー
ブ

ル
。ご

は
ん
を
食
べ
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
ぼ
く
の
ま
わ
り
は
い
つ

も
に
ぎ
や
か
。

一
番
元
気
な
の
が
、
一
才
の
海
く

ん
だ
。
そ
の
海
く
ん
は
、
保
育
所
で

大
変
な
事
故
に
。
つ
ら
い
つ
ら
い
時

間
が
流
れ
…
。

「ぼくは海
かい

くんちの
テーブル」

福田岩緒/絵
西原敬治/文
新日本出版社

偶
然
に
も
生
ま
れ
故
郷
の
町
に
帰

る
事
に
な
っ
た
ダ
レ
ン
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
巧
妙
に
仕
組

ま
れ
た
罠
が
待
ち
構
え
て
い
た
。

運
命
が
ダ
レ
ン
を
弄
ぶ
！
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
待
望
の
第
11

弾
。
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町の人口・世帯
平成16年９月30日

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
課
　
1（
〇
一
八
四
）
三
八
―
四
三
〇
〇
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
―
一
　
■
印
刷
所
　
秋
田
市
旭
北
錦
町
三
―
五
〇
　
㈱
三
戸
印
刷
所

※人　口

男 2,374人（減１）
女 2,659人（減６）
計 5,033人（減７）
※世帯数

1,584戸（減５）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

4・7・10・12カ月児健診　保健センター

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

勤労感謝の日

2歳6カ月児健診　保健センター

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

文化の日

健康相談　保健センター （9:30～11:30）
生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室
（10:30～11:00）

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

い
っ
た
い
自
分
は
ど
う
な
ん
だ
ろ

う
？大

抵
、
こ
う
考
え
る
と
き
は
自
分

の
調
子
が
良
く
な
い
時
だ
。

自
分
の
気
持
ち
が
曖
昧
で
フ
ラ
フ

ラ
し
て
い
る
…
。

気
持
ち
に
誠
実
に
答
え
よ
う
と
が

ん
ば
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
う
い
う
時
、
何

を
も
っ
て
判
断
・
解
決
し
よ
う
と
す

る
ん
で
し
ょ
う
か
？

ほ
っ
と
一
息
…
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

■
人
が
好
き
！

休日応急診療在宅当番医
３日（水）神坂医院（143－3108）
７日（日）さいとうクリニック（143－3105）
14日（日）池田医院 （143－3106）
21日（日）象潟駅前皮フ科（143－5252）
23日（火）加藤医院（135－2543）
28日（日）金病院 （143－5522）

※象潟町役場（143-3200）でご確
認ください。診療時間は９時～12時
です。 象潟町医師会

慶

弔

だ

よ

り
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●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ
も
あ

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
齋
　
藤
　
大
　
輔
　
様
（
浜
の
田
）

・
阿
　
部
　
　
　
久
　
様
（
南
金
浦
）

・
佐
々
木
　
　
　
司
　
様
（
大
　
竹
）

佐
　
藤
　
那な

美み

（
充
）古
賀
の
田

阿
　
部
　
流り

ゅ
う

音と

（
優
）花
　
潟

伊
　
藤
　
優ゆ

杏あ

（
禎
）高
　
森

齊
　
藤
　
テ
　
ツ
（
93
歳
）浜
の
田

阿
　
部
　
光
　
雄
（
78
歳
）南
金
浦

齊
　
藤
　
テ
　
ル
（
92
歳
）浩
寿
苑

佐
々
木
　
邦

男
（
74
歳
）大
　
竹

ち
ゃん ち

ゃんち
ゃん

佐
々
木
　
一
　
成
（
西
目
町
）

小
　
林
　
智
　
美
（
岡
の
谷
地
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

お
た
ん
じ
ょ
う

お
た
ん
じ
ょ
う 

お
め
で
と

お
め
で
と
う 

お
た
ん
じ
ょ
う

お
た
ん
じ
ょ
う 

お
め
で
と

お
め
で
と
う 

お
た
ん
じ
ょ
う 

お
め
で
と
う 

ご
　
結
　
婚

ご
　
結
　
婚

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
　
結
　
婚

ご
　
結
　
婚 

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う 

ご
　
結
　
婚 

お
め
で
と
う 

ご
め
い
ふ
く
を

ご
め
い
ふ
く
を 

お
祈
り
し
ま
す

お
祈
り
し
ま
す 

ご
め
い
ふ
く
を

ご
め
い
ふ
く
を 

お
祈
り
し
ま
す

お
祈
り
し
ま
す 

ご
め
い
ふ
く
を 

お
祈
り
し
ま
す 

社
協
一
般
寄
付
金

社
協
一
般
寄
付
金 

社
協
一
般
寄
付
金 

（広
報
「
こ
の
う
ら
」
10
月
号
の
８
頁
、
金
浦

町
長
寿
番
付
表
中
の
、
須
田
シ
ン
さ
ん
の
住

所
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
心
か
ら
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。誤

「
浩
寿
苑
」→

正
「
４
町
内
」




